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自治体情報施 策 事 例 観光振興関連施策6

施策の概要

施策事例６　観光振興関連施策

1,986,515 千円

沖縄県 伊江村 農林水産課

0980-49-3161

http://www.iejima.org/ieson/

平成 20 年度から平成 21 年度まで

参考とした施策

関 係 施 策 分 類

事 業 期 間

ホ ー ム ペ ー ジ

電 話

担 当 課

標 準 財 政 規 模

人 口 4,935 人

② , ④ , ⑤ , ⑦

1 	取り組みに至る背景
本村は、年中花が咲き誇り、癒しのフラワーアイランドを目

指し、花をテーマにした村づくりを推進している。県民に広く
知られ定着している「伊江島ゆり祭り」（毎年 4 月下旬～ 5 月
上旬）を開催しているが、ゆりの開花期間の一時的な誘客に止
まっていることから「ゆり祭り」に次ぐイベントを模索して
いた折に、平成 17 年度に浜名湖花博（静岡県）に展示された
250 品種のハイビスカスを譲り受けたのを機に平成 17 年度か
ら平成 18 年度に内閣府の美ら島会議の「一島一物語事業」で
ハイビスカス石鹸等の商品開発や 1000 種のハイビスカス品種
を確保し、平成 18 年度から「ハイビスカス祭り」（12 月中旬）を開催している。ハイビスカスは 12 月
から 5 月まで花見が楽しめ、多くの観光客に観賞いただいているが、ハイビスカスを活用した新たな特
産品の開発や体験交流施設等の整備が課題となっている。そこで平成 20 年度に園芸ハウス施設（ハイビ
スカス展示場）、平成 21 年度に特産品加工施設を整備するものである。

2 	事業内容（目的・目標・方策）
これまで、ハイビスカスの展示施設は簡易な平張ハウスで対

応してきたが、雨天時の利用やバリアフリー設備がなく来園者
に不備を強いてきた。本事業は、快適な環境でハイビスカスが
観賞でき、来園者がハイビスカスの挿し木・接ぎ木などの栽培
講習会や押し花、織物、染め物などが体験できる空間とするた
め、園芸ハウス施設（ハイビスカス展示場）の交流施設を整備
する。また、「フラワーアイランド伊江島」のブランド確立を
図るためにも花を活用した地域特産品の開発が不可欠であり、
さとうきびとハイビスカスを原料としたラム酒の製造加工施設
を整備し、観光客の誘客及び雇用創出と地域の活性化を図り、自立経済への着実な推進を目的とする。

3 	施策の開始前に想定した事業効果
本村は、年間約 10 万人の観光客が訪れているが、その殆んどが「伊江島ゆり祭り」期間中の 4 月下旬

から 5 月上旬と夏季の海洋レジャーシーズンに集中している現状にある。園芸ハウス施設の整備により、
ハイビスカスの開花時期である 12 月から 5 月までの新たな観光客の誘客とハイビスカス祭りの継続的開

「フラワーアイランド
伊江島」推進事業
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催により地域の活性化が図られる。また、製造予定であるラム酒（ハイビスカスカクテル）は、県
内では製造している例が少なく十分な新規性があり、地元お土産品との相乗効果により販売促進が
期待される。製造や原料の栽培等の雇用創出及び主原料のさとうきびが地力維持型作物であること
から農地保全、循環型農業の促進が図られる。

4 	導入にあたり工夫・苦労した点、課題、対処法など
本村にハイビスカス栽培技術を有する者が皆無であっ

た為、県外から専門講師を招聘して研修会を実施し、栽
培技術の習得・向上及び人材の育成確保に取り組んだ。
栽培以外のハイビスカスの活用方法を検討するため県内
大学と連携してハイビスカスの繊維での織物の研究や押
し花などの講習会を実施し、体験学習の受入れ体制の確
立を図った。また、ハイビスカスを活用したラム酒の製
造することにより他商品との差別化を図り、商品の付加
価値を高める。ラム酒の製造については、高度な製造技
術を要するため、大手ビール企業との製造技術の協力提携を結んだ。

5 	現在の成果・実績、今後の展開など
平成 18 年度から実施しているハイビスカス祭りも回を重ねる毎に来客者が増加しており、祭り

を継続的に開催し、観光客の誘客及び地域の活性化に努める。
観光客や修学旅行生を対象としたハイビスカスを活用した体験学習プログラムの確立と体制強化

を図り、周年型の観光施設として展開していく。
今後は、ハイビスカスの人工交配等の技術向上を図りオリジナル新品種の確立や増殖に努め、村

民と協働で公共施設や農地防風林、屋敷林への植栽を実施し、集落景観の整備を推進して「フラワー
アイランド伊江島」の実現に向けて取り組む。

ラム酒については、県内で無添加・無着色を特色として製造販売している業者が存在するため、
ハイビスカスラム酒は、樽貯蔵で風味を付け、ハイビスカスで色付けするなど差別化を図り、商品
の競合を避けるように努力し、新たな地場産業の構築を図る。

総　額
①～⑤の計

財源内訳（財源区分 : ①～⑤）
①国費 ②県費 ③起債 ④その他 ⑤一般財源

222,699 千円 222,699 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円

①
～
④
の
名
称
・
所
管
等

名　称
①伊江村園芸ハウス
建設整備事業②沖縄離
島振興特別対策事業

所　管
①防衛省（沖縄防衛
局）②内閣府政策統
括官（沖縄政策担当）

金　額 ① 147,000 千円
② 75,699 千円

補助率 　　①　99% 
　　②　8/10
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